


千葉県の保護上重要な野生生物 ―千葉県レッドリスト― 

 植物・菌類編＜2017年改訂版＞について 

 

１．千葉県レッドデータブック及びレッドリストの背景と目的 

多種多様な野生生物は、自然環境を構成する生態系に不可欠の要素であるが、近年地球

規模での自然環境の悪化等から多くの種が絶滅の危機に瀕しているといわれており、野生

生物の保護は国際的な課題となっている。 

このような状況の中で、本県においては、千葉県環境基本計画及び生物多様性ちば県戦

略で掲げた「自然との共生」の理念のもとに「生物多様性の確保」という観点から、県内にお

ける絶滅のおそれのある野生生物の現状と保護のあり方を明らかにした「千葉県の保護上

重要な野生生物 ―千葉県レッドデータブック―」（以下、「千葉県レッドデータブック」という。）、

及び一覧表の形式をとった「千葉県の保護上重要な野生生物 ―千葉県レッドリスト―」（以

下、「千葉県レッドリスト」という。）を作成してきた。1998（平成10）年度には千葉県レッドデー

タブック植物編を、1999（平成11）年度には同じく動物編をとりまとめ、2000（平成12）年度には

植物編と動物編を一冊にまとめた普及版を作成した。さらに、生物多様性の様相は時間の経

過に伴い大きく変化することから、その時点での最新の状況を反映させるべく、2003（平成15）

年度に千葉県レッドリスト植物編＜2004年改訂版＞、2005（平成17）年度に同リストの動物編

＜2006年改訂版＞、2008（平成20）年度に千葉県レッドデータブック植物・菌類編、そして

2010（平成22）年度に同・動物編を発行し、概ね５年の間隔で改訂を行ってきた。 

また、緊急的に生じた新規追加種や生育・生息状況の変化は、５年間隔の改訂では十分

千葉県レッドデータブック及びレッドリストに反映するのが難しいため、2011（平成23）年から

は年１回、掲載種の追加、カテゴリー変更、削除等を行い、追録として公表してきた。今回発

行した千葉県レッドリスト植物・菌類編＜2017年改訂版＞は、植物及び菌類の生育状況の評

価を行ってからすでに８年が経過していることを受け、現在の生育状況を踏まえて新たに絶

滅の危険性を評価するために作成したものである。 

「千葉県レッドデータブック」は、法的規制等の強制力を伴うものではないが、多くの県民の

方々に貴重な野生生物の現状を理解し、自然との共生の在り方を考えていただくことを目的

としている。絶滅のおそれのある野生生物の保護を進めていくための基礎的な資料として広

く活用されることが期待される。 
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２．千葉県レッドリスト植物・菌類編＜2017年改訂版＞の作成方法 

（１） 千葉県レッドリスト植物・菌類編の2017年版は、「千葉県希少生物及び外来生物に係る

リスト作成検討会」（会長：千葉県立中央博物館・主任上席研究員 宮田昌彦、事務局：

千葉県生物多様性センター）の植物・菌類部会が中心となって改訂を行った。 

（２） 検討会の植物・菌類部会は千葉県立中央博物館 植物学研究科の古木達郎主任研究

員（兼）科長を部会長とし、シダ植物、種子植物、蘚苔類、藻類、地衣類および大型菌類

の分類群ごとの分科会を組織しており（下表）、それぞれの分科会ごとに各種調査や情

報収集を行い、得られた知見を基に改訂作業を行った。 

 

分類群 氏名 

（敬省略） 

所属 

（リスト作成時点） 

シダ植物・ 

種子植物 
谷城勝弘 千葉県植物研究所 

シダ植物 村田威夫 千葉県生物学会 

シダ植物 倉俣武男 千葉県生物学会 

シダ植物 中村建爾 日本シダの会会員 

種子植物 天野 誠 千葉県立中央博物館 植物学研究科 

種子植物 大場達之 元千葉県立中央博物館副館長 

種子植物 木村陽子 千葉県生物学会 

種子植物 岩槻秀明 千葉県立関宿城博物館 展示協力員 

種子植物 御巫由紀 千葉県立中央博物館 

蘚苔類 古木達郎 千葉県立中央博物館 植物学研究科 

藻類 宮田昌彦 千葉県立中央博物館 生態学・環境研究科 

藻類 菊地則雄 千葉県立中央博物館分館 海の博物館 

藻類 佐野郷美 千葉県立船橋芝山高等学校 

藻類 鈴木雅大 神戸大学内海域環境教育研究センター 

藻類 河地正伸 国立環境研究所生物・生態系環境研究センター 

地衣類 原田 浩 千葉県立中央博物館 植物学研究科 

地衣類 坂田歩美 千葉県立中央博物館 共同研究員 

地衣類 吉川裕子 千葉県立中央博物館 共同研究員 

地衣類 泉 宏子 千葉県立中央博物館 市民研究員 

大型菌類 吹春俊光 千葉県立中央博物館 環境教育研究科 

 ※下線は部会委員を示す。 
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（３） 選定のための評価基準とカテゴリーは千葉県レッドデータブック植物・菌類編（2009年発

行）で用いた選定方法に準じた。 

 

３．千葉県レッドリスト植物・菌類編＜2017年改訂版＞の概要 

本改訂版は、今回の検討により見直された結果を、分類群ごとにカテゴリー順の一覧表に

まとめた。各カテゴリー内では、科名で五十音順に並べ、種名（非掲載）のアルファベット順に

掲載した。ただし、蘚苔類ではセン類、タイ類、ツノゴケ類に属する科を、大型菌類では担子

菌類と子嚢菌類に属する科を分けた。また、藻類はシャジク藻綱、オオイシ藻綱、ウシケノリ

藻綱、真正紅藻綱、アオサ藻綱、褐藻綱に属する科について記述した。和名の五十音順によ

る検索ができるように索引表を掲載した。カテゴリーの改訂が行われた種類については改訂

内容及び改訂根拠の概要を示している。 

なお、本リストは千葉県生物多様性センターのウェブサイトから入手可能である

（http://www.bdcchiba.jp/）。 

 

４．千葉県内から記録されている各分類群の総種類数 

千葉県レッドデータブック植物・菌類編では種、変種、品種、及び雑種を評価対象とし、これ

らを合わせて種類とする。県内で記録されている種類数は、シダ植物で256種類、種子植物で

2,535種類である[1]。蘚苔類はセン類260種類、タイ類154種類、ツノゴケ類11種類で、計425種

類が報告されている[2–6]。藻類は肉眼で確認できる大きさの大型淡水産藻類が34種類、大型

海産藻類が561種類で、計595種類が記録されている[7–16]。地衣類は278種類[17–20]が記録され

ている。大型菌類は担子菌類が644種類、子嚢菌類が63種類で、計707種類である[20–25]。 
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博物館自然誌研究報告 特別号5:111–132. 

 

５．千葉県レッドデータブック共通評価基準及びカテゴリー 

レッドデータブックに掲載されることは、対象種が絶滅の危機に瀕していると同時に、その

種が保護を必要としていることを示している。この点を踏まえ、評価基準は保護の必要度の

高さから区分がされている。現在、県内において野外で生育が確認されている種のカテゴ

リーは４段階とし、現在まで長期にわたって確実な生育情報のない、消息不明または絶滅し

たもの、また、野外では見られないものの栽培によって維持されているものを加え、６段階と

した。 
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非維管束植物（蘚苔類、藻類）及び菌類（大型菌類、地衣類）については、正確なリスク評

価が困難であることから、複数のカテゴリーをまとめて、一つのカテゴリーとして評価を行った

区分がある。また、種の保護上重要な意味を持つ雑種についても専用のカテゴリーを設けた。 

 

X：消息不明・絶滅生物 

かつては生育が確認されていたにもかかわらず、近年長期（およそ50年間）にわたって確

実な生体の発見情報がない、千葉県から絶滅した可能性の強い生物。ただし、すでに保護の

対象外となったかに見える生物であっても、将来、他の生育地からの再定着や埋土種子の発

芽などにより自然回復する可能性もありうるので、かつての生育地については、現存する動

植物と共にその環境の保全に努める必要がある。 

 

EW：野生絶滅生物 

かつて千葉県に生育していた生物のうち、野生・自生では見られなくなってしまったものの、

千葉県の個体群の子孫が飼育・栽培などによって維持されているもの。特に埋土種子や埋

土胞子などから再生した個体がありながら、本来の自生地では環境の変化によって生育が

維持できない状態の生物。このカテゴリーに該当する種類の本来の生育地での存在を脅か

す要因は最大限の努力を持って軽減または排除し、本来の自生地、あるいはその代替地に

おいて持続的に生活できるように図る必要がある。 

 

A：最重要保護生物 

個体数が極めて少ない、生育環境が極めて限られている、生育地のほとんどが環境改変

の危機にある、などの状況にある生物。放置すれば近々にも千葉県から絶滅、あるいはそれ

に近い状態になるおそれのあるもの。このカテゴリーに該当する種の個体数を減少させる影

響及び要因は最大限の努力をもって軽減または排除する必要がある。 

 

B：重要保護生物 

個体数がかなり少ない、生育環境がかなり限られている、生育地のほとんどで環境改変の

可能性がある、などの状況にある生物。放置すれば著しい個体数の減少は避けられず、近

い将来カテゴリーAへの移行が必至と考えられるもの。このカテゴリーに該当する種の個体数

を減少させる影響及び要因は可能な限り軽減または排除する必要がある。 
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A-B：最重要・重要保護生物（非維管束植物及び菌類） 

個体数が極めて少なく、過去に極度の減少が推定され、生育環境が極めて限られている、

現在知られている生育地が非常に限られる、あるいは生育地のほとんどが環境改変の危機

にあり、放置すれば近々にも千葉県から絶滅、あるいはそれに近い状態になるおそれがある

もの。その種の個体数を減少させる影響及び要因は最大限の努力をもって可能な限り軽減

または排除する必要がある。 

 

C：要保護生物 

個体数が少ない、生育環境が限られている、生育地の多くで環境改変の可能性がある、な

どの状況にある生物。放置すれば著しい個体数の減少は避けられず、将来カテゴリーBに移

行することが予測されるもの。このカテゴリーに該当する種の個体数を減少させる影響及び

要因は最低限にとどめる必要がある。 

 

D：一般保護生物 

個体数が少ない、生育環境が限られている、生育地の多くで環境改変の可能性がある、等

の状況にある生物。放置すれば個体数の減少は避けられず、自然環境の構成要素としての

役割が著しく衰退する可能性があり、将来カテゴリーCに移行することが予測されるもの。こ

のカテゴリーに該当する種の個体数を減少させる影響は可能な限り生じないよう注意する。 

 

RH：保護参考雑種 

自然界において形成されることが稀な雑種であって、個体数が著しく少なく、分布地域及び

生育環境が著しく限定されているもの。これらについては、今後、個々の雑種の実態を明らか

にしたうえで、保護・管理上の取り扱いを定めるものとする。 

 

環境省のレッドリストのカテゴリーとの対応は以下のとおりである。 

国際自然保護連合（2003） 環境省（2015） 千葉県（2017） 

Extinct (EX) 絶滅（EX） 消息不明・絶滅生物（X） 

Extinct in the Wild (EW) 野生絶滅（EW） 野生絶滅生物（EW） 

Critically Endangered (CR) 絶滅危惧IA類（CR） 最重要保護生物（A） 

Endangered (EN) 絶滅危惧IB類（EN） 重要保護生物（B） 

Vulnerable (VU) 絶滅危惧II類（VU） 要保護生物（C） 
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国際自然保護連合（2003） 環境省（2015） 千葉県（2017） 

Near Threatened (NT) 準絶滅危惧（NT） 一般保護生物（D） 

Data Deficient (DD) 情報不足（DD） ― 

― 
絶滅のおそれのある 

地域個体群（LP） 
― 

― ― 保護参考雑種（RH） 

 

６．選定の結果 

2009年版及び2017年版レッドリスト植物・菌類編における、分類群・カテゴリー別の掲載種

数は表に示すとおりである。表の2009年版には追録第１～５号による変更が反映されている。 

 

分類群・カテゴリー別掲載種類数2009年版（追録１～５号による変更を含む）。 

 X EW A A-B B C D RH 小計 

シダ植物 9 0 23 ― 19 40 11 13 115 

種子植物 50 4 119 ― 174 185 130 11 673 

蘚苔類 5 0 ― 17 ― 22 18 0 62 

藻類 6 1 ― 28 ― 1 7 0 43 

地衣類 9 0 ― 22 ― 13 17 0 61 

大型菌類 0 0 ― 8 ― 5 22 0 35 

小計 79 5 142 75 193 266 205 24 989 

 

分類群・カテゴリー別掲載種類数2017年版。 

 X EW A A-B B C D RH 小計  削除 

シダ植物 9 0 27 ― 18 37 13 17 121  0 

種子植物 68 2 207 ― 142 222 131 12 784  34 

蘚苔類 5 0 ― 18 ― 22 16 0 61  8 

藻類 4 1 ― 31 ― 0 7 0 43  3 

地衣類 6 0 ― 30 ― 14 17 0 67  0 

大型菌類 0 0 ― 8 ― 8 22 0 38  0 

小計 92 3 234 87 160 303 206 29 1,114  45 

 

2009年版千葉県レッドデータブック植物・菌類編から2017年版のカテゴリーの変化を次頁

に示す。  

8



2017年改訂版における2009年版からのカテゴリーの変化（分類群別）

2009年 2017年 シダ植物 種子植物 蘚苔類 藻類 地衣類 大型菌類 小計

X 10 10

A 47 47

A-B 2 3 2 7

B 22 22

C 45 3 2 3 53

D 2 20 2 2 26

RH 4 1 5

X 9 47 5 4 6 71

A 3 3

A-B 2 2

C 1 1

削除 2 2

EW 1 1 2

A 3 3

X 8 8

EW 1 1

A 23 93 116

B 17 17

A-B 16 27 22 8 73

C 1 1

削除 1 1

X 2 2

EW 0

A 4 46 50

B 15 103 118

C 22 22

削除 1 1

X 1 1

A 12 12

A-B 1 3 4

B 3 3

C 34 138 18 10 5 205

D 3 34 4 41

A 3 3

A-B 1 1

C 3 17 1 21

D 8 77 10 7 15 22 139

削除 33 8 41

RH RH 13 11 24

小計 121 818 69 46 67 38 1159

C

D

掲載なし

X

EW

A

A-B

B
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今回の改訂において特に注目すべきは、多数の種が新たにレッドリストに追加されたこと、

X、EW、またはAのカテゴリーに引き上げられた種が多いことの２点であろう。 

Xへ新規追加、もしくはカテゴリー変更された種は、博物館等に収蔵された標本の調査が

進み、過去50年以上前に県内から採集された標本が発見された場合と、最後の確認記録か

ら50年が経過した場合に大別されるが、いずれも無視できない数の種が中長期的に県内か

ら消滅していることを示している。このような種の消滅は今後も同様に、もしくはより速やかに

生じる可能性が高いと考えられる。 

EWへの新規追加及びカテゴリー変更は、水生植物のいくつかの種でなされた。これらの種

子は地中に埋没し生存しているものの、なんらかの刺激によって発芽しても、物理的または

生物的環境が生育に極めて不適であり、個体群が存続しない。 

 Aへの新規追加及びカテゴリー変更は個体数や生育地の極めて著しい減少及び消失に

起因している。また、標本精査が進んだことで、県内における分布が以前の推定よりも限定

的であることが明らかになり、カテゴリーを引き上げるべきだという判断がなされた種類も多

い。クゲヌマランのように新たな生育地を獲得したため、今回の改訂によってカテゴリーの引

き下げもしくはリストからの削除を行った種も含まれるものの、引き下げ・削除になった種類の

ほとんどは2009年版発行以降の調査の蓄積によって県内から新たな生育地が発見された

ケースであり、個体数や生育地が増加したためではない。これらの事実は、本県において、

在来植物・菌類をとりまく環境の悪化や生育地の消失を食い止めることができていない状況

を如実に示している。 

 

７．お問い合わせ先 

千葉県レッドデータブック及び千葉県レッドリストについては以下までお問い合わせください。 

 

千葉県庁環境生活部自然保護課 生物多様性センター 

〒260-8682 千葉市中央区青葉町955-2（中央博物館内） 

電話：043-265-3601 

ファックス：043-265-3615 

URL：http://www.bdcchiba.jp 
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通し
番号

分類群 和名 科名
2017年

カテゴリー
2009年

カテゴリー
変更内容 変更理由等

1 シダ植物 イブキシダ オシダ科 X X
2 シダ植物 オニイノデ オシダ科 X X
3 シダ植物 カズサイノデ オシダ科 X X
4 シダ植物 サキモリイヌワラビ オシダ科 X X
5 シダ植物 シノブカグマ オシダ科 X X
6 シダ植物 フクロシダ オシダ科 X X
7 シダ植物 ミヤマクマワラビ オシダ科 X X
8 シダ植物 ミヤマメシダ オシダ科 X X
9 シダ植物 シシラン シシラン科 X X

10 シダ植物 カラクサシダ イノモトソウ科 A A
11 シダ植物 コバノイシカグマ イノモトソウ科 A A
12 シダ植物 イワオモダカ ウラボシ科 A A
13 シダ植物 イワヤナギシダ ウラボシ科 A A
14 シダ植物 オシャグジデンダ ウラボシ科 A A
15 シダ植物 ヌカボシクリハラン ウラボシ科 A A
16 シダ植物 ヤノネシダ ウラボシ科 A A
17 シダ植物 イズヤブソテツ オシダ科 A A
18 シダ植物 イヌイワイタチシダ オシダ科 A A
19 シダ植物 イワヤシダ オシダ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
20
21 シダ植物 サカゲイノデ オシダ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
22 シダ植物 サトメシダ オシダ科 A A
23 シダ植物 タニイヌワラビ オシダ科 A A
24 シダ植物 タニヘゴ オシダ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
25 シダ植物 ミゾシダモドキ オシダ科 A A
26 シダ植物 ミドリカナワラビ オシダ科 A A
27 シダ植物 ミドリワラビ オシダ科 A A
28 シダ植物 ミヤマノコギリシダ オシダ科 A A
29 シダ植物 ワカナシダ オシダ科 A A
30 シダ植物 キヨスミコケシノブ コケシノブ科 A A
31 シダ植物 ホソバコケシノブ コケシノブ科 A A
32 シダ植物 タキミシダ シシラン科 A A
33 シダ植物 コタニワタリ チャセンシダ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
34 シダ植物 ヌリトラノオ チャセンシダ科 A A
35 シダ植物 アカフユノハナワラビ ハナヤスリ科 A 追録第１号（2011）で、Aとして追加。
36 シダ植物 トネハナヤスリ ハナヤスリ科 A A
37 シダ植物 マツバラン マツバラン科 A A
38 シダ植物 イシカグマ イノモトソウ科 B B
39 シダ植物 ハマホラシノブ イノモトソウ科 B C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が著しい。
40 シダ植物 イワヒバ イワヒバ科 B B
41 シダ植物 イワデンダ オシダ科 B C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が著しい。
42 シダ植物 ウラボシノコギリシダ オシダ科 B B
43 シダ植物 カツモウイノデ オシダ科 B B
44 シダ植物 キヨズミオオクジャク オシダ科 B C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が著しい。
45 シダ植物 ナチクジャク オシダ科 B B
46 シダ植物 ヌリワラビ オシダ科 B B
47 シダ植物 ミヤマイタチシダ オシダ科 B B
48 シダ植物 アオホラゴケ コケシノブ科 B B
49 シダ植物 サンショウモ サンショウモ科 B B
50 シダ植物 シノブ シノブ科 B B
51 シダ植物 イワトラノオ チャセンシダ科 B B
52 シダ植物 コウザキシダ チャセンシダ科 B B
53 シダ植物 デンジソウ デンジソウ科 B B
54 シダ植物 アカハナワラビ ハナヤスリ科 B B
55 シダ植物 ミズスギ ヒカゲノカズラ科 B B
56 シダ植物 クジャクシダ イノモトソウ科 C C
57 シダ植物 コハチジョウシダ イノモトソウ科 C C
58 シダ植物 ナチシダ イノモトソウ科 C C
59 シダ植物 フモトカグマ イノモトソウ科 C C
60 シダ植物 カタヒバ イワヒバ科 C C
61 シダ植物 ヒメノキシノブ ウラボシ科 C C
62 シダ植物 ビロードシダ ウラボシ科 C C
63 シダ植物 イノデモドキ オシダ科 C C
64 シダ植物 イワシロイノデ オシダ科 C C
65 シダ植物 イワヘゴ オシダ科 C D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少がみられる。
66 シダ植物 エンシュウベニシダ オシダ科 C C
67 シダ植物 オオクジャクシダ オシダ科 C C
68 シダ植物 オオヒメワラビ オシダ科 C C
69 シダ植物 オシダ オシダ科 C C
70 シダ植物 オニカナワラビ オシダ科 C C
71 シダ植物 オニヒカゲワラビ オシダ科 C C
72 シダ植物 カラクサイヌワラビ オシダ科 C C
73 シダ植物 ギフベニシダ オシダ科 C C
74 シダ植物 シロヤマシダ オシダ科 C D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少がみられる。
75 シダ植物 ツクシヤブソテツ オシダ科 C C
76 シダ植物 ナガサキシダ オシダ科 C C
77 シダ植物 ナガバノイタチシダ オシダ科 C C
78 シダ植物 ナンゴクナライシダ オシダ科 C C
79 シダ植物 ハクモウイノデ オシダ科 C D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少がみられる。
80 シダ植物 ヒメオニヤブソテツ オシダ科 C C
81 シダ植物 ヒロハヤブソテツ オシダ科 C C
82 シダ植物 オオキジノオ キジノオシダ科 C C
83 シダ植物 ウチワゴケ コケシノブ科 C C
84 シダ植物 コウヤコケシノブ コケシノブ科 C C
85 シダ植物 ハイホラゴケ コケシノブ科 C C
86 シダ植物 オオアカウキクサ サンショウモ科 C C
87 シダ植物 クモノスシダ チャセンシダ科 C C
88 シダ植物 ホウビシダ チャセンシダ科 C C
89 シダ植物 ナガホノナツノハナワラビ ハナヤスリ科 C C
90 シダ植物 ナツノハナワラビ ハナヤスリ科 C C
91 シダ植物 ヒロハハナヤスリ ハナヤスリ科 C C

千葉県の保護上重要な野生生物　―千葉県レッドリスト―　植物・菌類編＜2017年改訂版＞

シダ植物

※正誤表参照
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通し
番号

分類群 和名 科名
2017年

カテゴリー
2009年

カテゴリー
変更内容 変更理由等

92 シダ植物 ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ科 C C
93 シダ植物 オウレンシダ イノモトソウ科 D C カテゴリー変更 新たに多くの生育地を確認した。
94 シダ植物 オオキヨズミシダ オシダ科 D D
95 シダ植物 カタイノデ オシダ科 D D
96 シダ植物 キノクニベニシダ オシダ科 D 新規追加 個体数や生育地の減少が懸念される。
97 シダ植物 サイゴクイノデ オシダ科 D D
98 シダ植物 サクライカグマ オシダ科 D D
99 シダ植物 タカオシケチシダ オシダ科 D D

100 シダ植物 ツクシイワヘゴ オシダ科 D C カテゴリー変更 新たに多くの生育地を確認した。
101 シダ植物 ツヤナシイノデ オシダ科 D D
102 シダ植物 ナンカイイタチシダ オシダ科 D D
103 シダ植物 ハチジョウベニシダ オシダ科 D 新規追加 個体数や生育地の減少が懸念される。
104 シダ植物 ヒカゲワラビ オシダ科 D C カテゴリー変更 新たに多くの生育地を確認した。
105 シダ植物 コバノヒノキシダ チャセンシダ科 D D
106 シダ植物 クジャクフモトシダ イノモトソウ科 RH RH
107 シダ植物 アカメイノデ オシダ科 RH RH
108 シダ植物 アマギイノデ オシダ科 RH RH
109 シダ植物 イヌワカナシダ オシダ科 RH RH
110 シダ植物 イワヘゴモドキ オシダ科 RH RH
111 シダ植物 カワズカナワラビ オシダ科 RH RH
112 シダ植物 キヨズミイノデ オシダ科 RH RH
113 シダ植物 キヨズミメシダ オシダ科 RH RH
114 シダ植物 サンブイノデ オシダ科 RH 新規追加 県内から初めて生育を確認した。
115 シダ植物 ジタロウイノデ オシダ科 RH RH
116 シダ植物 シビイワヘゴ オシダ科 RH 新規追加 県内から初めて生育を確認した。
117 シダ植物 シモフサイノデ オシダ科 RH 新規追加 県内から初めて生育を確認した。
118 シダ植物 チバナライシダ オシダ科 RH 新規追加 県内から初めて生育を確認した。
119 シダ植物 ナガサキシダモドキ オシダ科 RH RH
120 シダ植物 ノコギリヘラシダ オシダ科 RH RH
121 シダ植物 ハガネイワヘゴ オシダ科 RH RH
122 シダ植物 ハコネオオクジャク オシダ科 RH RH

123 種子植物 ハナハタザオ アブラナ科 X X
124 種子植物 ミズタガラシ アブラナ科 X X
125 種子植物 ヒメシャガ アヤメ科 X X
126 種子植物 タチモ アリノトウグサ科 X X

127 種子植物 アワガエリ イネ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

128 種子植物 コゴメカゼクサ イネ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

129 種子植物 ヒナザサ イネ科 X X

130 種子植物 オオメヤブマオ イラクサ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

131 種子植物 コヤブマオ イラクサ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

132 種子植物 ヒンジモ ウキクサ科 X X
133 種子植物 マルバオモダカ オモダカ科 X X

134 種子植物 クサタチバナ ガガイモ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

135 種子植物 イガクサ カヤツリグサ科 X X

136 種子植物 イッスンテンツキ カヤツリグサ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

137 種子植物 クジュウクリテンツキ カヤツリグサ科 X X
138 種子植物 クロタマガヤツリ カヤツリグサ科 X X
139 種子植物 ケシンジュガヤ カヤツリグサ科 X X
140 種子植物 シオカゼテンツキ カヤツリグサ科 X X
141 種子植物 ツクシオオガヤツリ カヤツリグサ科 X X

142 種子植物 マネキシンジュガヤ カヤツリグサ科 X C カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

143 種子植物 ミスミイ カヤツリグサ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

144 種子植物 ミタケスゲ カヤツリグサ科 X X

145 種子植物 ミノボロスゲ カヤツリグサ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

146 種子植物 ヤチカワズスゲ カヤツリグサ科 X X
147 種子植物 ヤリテンツキ カヤツリグサ科 X X

148 種子植物 イズハハコ キク科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

149 種子植物 オクモミジハグマ キク科 X X
150 種子植物 タカサゴソウ キク科 X X
151 種子植物 ヒメヒゴタイ キク科 X X
152 種子植物 フクオウソウ キク科 X X

153 種子植物 ホソバニガナ キク科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

154 種子植物 ミコシギク キク科 X X
155 種子植物 チョウジソウ キョウチクトウ科 X X
156 種子植物 バイカモ キンポウゲ科 X X

157 種子植物 ヒメキンポウゲ キンポウゲ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

158 種子植物 ヒメバイカモ キンポウゲ科 X X
159 種子植物 オオクマヤナギ クロウメモドキ科 X X
160 種子植物 クチナシグサ ゴマノハグサ科 X X
161 種子植物 サワトラノオ サクラソウ科 X X
162 種子植物 カイジンドウ シソ科 X X
163 種子植物 コナミキ シソ科 X X
164 種子植物 セキヤノアキチョウジ シソ科 X X
165 種子植物 ナミキソウ シソ科 X X
166 種子植物 ムシャリンドウ シソ科 X X
167 種子植物 エゾノタチツボスミレ スミレ科 X X

168 種子植物 ナガバノヤノネグサ タデ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

169 種子植物 ヒメタヌキモ タヌキモ科 X X
170 種子植物 キヨスミウツボ ハマウツボ科 X X

種子植物
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171 種子植物 イワレンゲ ベンケイソウ科 X X

172 種子植物 ツメレンゲ ベンケイソウ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

173 種子植物 ヤマトホシクサ ホシクサ科 X X
174 種子植物 ヤマシャクヤク ボタン科 X X

175 種子植物 ナベナ マツムシソウ科 X B カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

176 種子植物 ヒロハクサフジ マメ科 X X
177 種子植物 ヒメキカシグサ ミソハギ科 X X
178 種子植物 ミズスギナ ミソハギ科 X X

179 種子植物 オオルリソウ ムラサキ科 X B カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

180 種子植物 ハマベンケイソウ ムラサキ科 X 新規追加 以前の採集地で見られない。

181 種子植物 ムラサキ ムラサキ科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

182 種子植物 ムジナモ モウセンゴケ科 X X
183 種子植物 コチャルメルソウ ユキノシタ科 X X

184 種子植物 ミズギボウシ ユリ科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

185 種子植物 イイヌマムカゴ ラン科 X 新規追加
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

186 種子植物 イヨトンボ ラン科 X X

187 種子植物 ギボウシラン ラン科 X A カテゴリー変更
50年以上前に県内から採集された標本が発
見されたが、現在はみられない。

188 種子植物 ササバラン ラン科 X X
189 種子植物 ヤマトキソウ ラン科 X X
190 種子植物 ツクシサカネラン X 追録第２号（2012）で、Xとして追加。
191 種子植物 ヒツジグサ スイレン科 EW A カテゴリー変更 過去50年以上、自生する個体が見られない。
192 種子植物 ヒシモドキ ヒシモドキ科 EW EW

193 種子植物 ガシャモク ヒルムシロ科 A B カテゴリー変更
埋土種子から発芽するが、自生する個体が
見られない。

194 種子植物 ハマボウ アオイ科 A A
195 種子植物 ハマアカザ アカザ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
196 種子植物 オオハシカグサ アカネ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
197 種子植物 オククルマムグラ アカネ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
198 種子植物 カワラマツバ アカネ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
199 種子植物 キヌタソウ アカネ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
200 種子植物 コアジサイ アジサイ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
201 種子植物 ツルアジサイ アジサイ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
202 種子植物 ノリウツギ アジサイ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
203 種子植物 ハタザオ アブラナ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
204 種子植物 タチアマモ アマモ科 A A
205 種子植物 マツバニンジン アマ科 A A
206 種子植物 ヒトツバイチヤクソウ イチヤクソウ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
207 種子植物 マルバノイチヤクソウ イチヤクソウ科 A A
208 種子植物 マルミギンリョウソウ イチヤクソウ科 A D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
209 種子植物 イトクズモ イトクズモ科 A EW カテゴリー変更 野外で生育を確認した。
210 種子植物 アオウシノケグサ イネ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
211 種子植物 イタチガヤ イネ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
212 種子植物 キダチノネズミガヤ イネ科 A A
213 種子植物 セトガヤ イネ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
214 種子植物 タチネズミガヤ イネ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
215 種子植物 ヒゲシバ イネ科 A A
216 種子植物 ヒメノガリヤス イネ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
217 種子植物 イバラモ イバラモ科 A A

218 種子植物 サガミトリゲモ イバラモ科 A 新規追加
埋土種子から発芽するが、自生する個体が
見られない。

219 種子植物 ムサシモ イバラモ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
220 種子植物 ゼニバサイシン ウマノスズクサ科 A A
221 種子植物 アゼオトギリ オトギリソウ科 A A
222 種子植物 ミヤコオトギリ オトギリソウ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
223 種子植物 コカモメヅル ガガイモ科 A A
224 種子植物 カツラ カツラ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
225 種子植物 サワシバ カバノキ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
226 種子植物 アズマスゲ カヤツリグサ科 A A
227 種子植物 イトイヌノハナヒゲ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
228 種子植物 エゾツリスゲ カヤツリグサ科 A A
229 種子植物 オオイヌノハナヒゲ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
230 種子植物 オオヌマハリイ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
231 種子植物 カガシラ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
232 種子植物 コイヌノハナヒゲ カヤツリグサ科 A A
233 種子植物 コホタルイ カヤツリグサ科 A X カテゴリー変更 新たな生育地を確認した。
234 種子植物 シズイ カヤツリグサ科 A A
235 種子植物 ショウジョウスゲ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
236 種子植物 トダスゲ カヤツリグサ科 A A
237 種子植物 ヌマクロボスゲ カヤツリグサ科 A A
238 種子植物 ハタケテンツキ カヤツリグサ科 A A
239 種子植物 ビロードスゲ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
240 種子植物 ミカワシンジュガヤ カヤツリグサ科 A A
241 種子植物 ミツカドシカクイ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
242 種子植物 ムギガラガヤツリ カヤツリグサ科 A A
243 種子植物 ムジナスゲ カヤツリグサ科 A A
244 種子植物 ヤマアゼスゲ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
245 種子植物 ヤリハリイ カヤツリグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
246 種子植物 キキョウ キキョウ科 A A
247 種子植物 ソバナ キキョウ科 A A
248 種子植物 ツルギキョウ キキョウ科 A A
249 種子植物 マルバノハマシャジン キキョウ科 A A
250 種子植物 アズマギク キク科 A A
251 種子植物 ウスゲタマブキ キク科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
252 種子植物 オタカラコウ キク科 A A
253 種子植物 オナモミ キク科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
254 種子植物 サワギク キク科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
255 種子植物 サワシロギク キク科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
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256 種子植物 ハマアザミ キク科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
257 種子植物 ミヤコアザミ キク科 A 追録第２号（2012）で、XからAへランク変更。
258 種子植物 ミヤマアキノノゲシ キク科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
259 種子植物 モリアザミ キク科 A A
260 種子植物 オオバショウマ キンポウゲ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
261 種子植物 オキナグサ キンポウゲ科 A A
262 種子植物 キクザキイチゲ キンポウゲ科 A A
263 種子植物 トウゴクサバノオ キンポウゲ科 A A
264 種子植物 フクジュソウ キンポウゲ科 A A
265 種子植物 ダンコウバイ クスノキ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
266 種子植物 シマクサギ クマツヅラ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
267 種子植物 サワグルミ クルミ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
268 種子植物 クロツバラ クロウメモドキ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
269 種子植物 カラハナソウ クワ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
270 種子植物 ヤマブキソウ ケシ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。

271 種子植物 イスミスズカケ ゴマノハグサ科 A
追録第１号（2011）で、A（スズカケソウ）として
追加。

272 種子植物 オオアブノメ ゴマノハグサ科 A A
273 種子植物 シオガマギク ゴマノハグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
274 種子植物 スズメノハコベ ゴマノハグサ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
275 種子植物 ヒメトラノオ ゴマノハグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
276 種子植物 ママコナ ゴマノハグサ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
277 種子植物 マイヅルテンナンショウ サトイモ科 A A
278 種子植物 ミミガタテンナンショウ サトイモ科 A A
279 種子植物 ムサシアブミ サトイモ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
280 種子植物 エゾシロネ シソ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
281 種子植物 カワミドリ シソ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
282 種子植物 シラゲヒメジソ シソ科 A A
283 種子植物 デワノタツナミソウ シソ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
284 種子植物 トウゴクシソバタツナミソウ シソ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
285 種子植物 ヒキオコシ シソ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
286 種子植物 ヒメハッカ シソ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
287 種子植物 マネキグサ シソ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
288 種子植物 ミズトラノオ シソ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
289 種子植物 ミヤマトウバナ シソ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
290 種子植物 ラショウモンカズラ シソ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
291 種子植物 オオツクバネウツギ スイカズラ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
292 種子植物 キンギンボク スイカズラ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
293 種子植物 ミヤマウグイスカグラ スイカズラ科 A D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
294 種子植物 ジュンサイ スイレン科 A A
295 種子植物 ナガバコウホネ スイレン科 A A
296 種子植物 エイザンスミレ スミレ科 A 追録第３号（2014）で、Aとして追加。
297 種子植物 タチスミレ スミレ科 A A
298 種子植物 ナガバタチツボスミレ スミレ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
299 種子植物 ナガバノスミレサイシン スミレ科 A A
300 種子植物 ヒカゲスミレ スミレ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
301 種子植物 マキノスミレ スミレ科 A A
302 種子植物 エキサイゼリ セリ科 A A
303 種子植物 シムラニンジン セリ科 A A
304 種子植物 ドクゼリ セリ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
305 種子植物 ヤマゼリ セリ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
306 種子植物 ウナギツカミ タデ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
307 種子植物 ノダイオウ タデ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
308 種子植物 ホソバノウナギツカミ タデ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
309 種子植物 チョウシタヌキモ タヌキモ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
310 種子植物 ノタヌキモ タヌキモ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
311 種子植物 ミミカキグサ タヌキモ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
312 種子植物 バイカツツジ ツツジ科 A A
313 種子植物 ヒカゲツツジ ツツジ科 A A
314 種子植物 オオウミヒルモ トチカガミ科 A A
315 種子植物 スブタ トチカガミ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
316 種子植物 ヤマトウミヒルモ トチカガミ科 A A
317 種子植物 メジロホオズキ ナス科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
318 種子植物 ヤマホオズキ ナス科 A A
319 種子植物 イトハコベ ナデシコ科 A A
320 種子植物 オオヤマフスマ ナデシコ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
321 種子植物 ヒナワチガイソウ ナデシコ科 A A
322 種子植物 ハルニレ ニレ科 A A
323 種子植物 オカウツボ ハマウツボ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
324 種子植物 ハマウツボ ハマウツボ科 A A
325 種子植物 ハマビシ ハマビシ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
326 種子植物 エドヒガン バラ科 A D カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
327 種子植物 オオダイコンソウ バラ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
328 種子植物 ヤマナシ バラ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
329 種子植物 ヤマブキショウマ バラ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。

330 種子植物 オオキツネノカミソリ ヒガンバナ科 A 新規追加
過去50年以内に県内から採集された標本が
発見された。

331 種子植物 ハマオモト ヒガンバナ科 A A
332 種子植物 ヒメビシ ヒシ科 A A
333 種子植物 ヒナノシャクジョウ ヒナノシャクジョウ科 A A
334 種子植物 ヒナノカンザシ ヒメハギ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
335 種子植物 ヒナノキンチャク ヒメハギ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
336 種子植物 ネナシカズラ ヒルガオ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
337 種子植物 マメダオシ ヒルガオ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
338 種子植物 コバノヒルムシロ ヒルムシロ科 A 追録第２号（2012）で、XからAへランク変更。
339 種子植物 センニンモ ヒルムシロ科 A EW カテゴリー変更 野外で生育を確認した。
340 種子植物 ヒロハノエビモ ヒルムシロ科 A EW カテゴリー変更 野外で生育を確認した。
341 種子植物 ミズヒキモ ヒルムシロ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
342 種子植物 イヌブナ ブナ科 A A
343 種子植物 アズマツメクサ ベンケイソウ科 A A
344 種子植物 シバナ ホロムイソウ科 A A
345 種子植物 ホンゴウソウ ホンゴウソウ科 A A
346 種子植物 ヒメコマツ（ゴヨウマツ） マツ科 A A
347 種子植物 ノハラクサフジ マメ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。

14



通し
番号

分類群 和名 科名
2017年

カテゴリー
2009年

カテゴリー
変更内容 変更理由等

348 種子植物 ビッチュウヤマハギ マメ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
349 種子植物 ヒメミクリ ミクリ科 A A
350 種子植物 ヤマトミクリ ミクリ科 A A
351 種子植物 アサザ ミツガシワ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
352 種子植物 ヒメシロアサザ ミツガシワ科 A A
353 種子植物 オニルリソウ ムラサキ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
354 種子植物 サワルリソウ ムラサキ科 A A
355 種子植物 イシモチソウ モウセンゴケ科 A A
356 種子植物 シロバナナガバノイシモチソウ モウセンゴケ科 A A
357 種子植物 トネリコ モクセイ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
358 種子植物 マツグミ ヤドリギ科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
359 種子植物 カエデドコロ ヤマノイモ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
360 種子植物 エダウチチゴユリ ユリ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
361 種子植物 クサスギカズラ ユリ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
362 種子植物 タマムラサキ ユリ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
363 種子植物 ヒメアマナ ユリ科 A A
364 種子植物 ヒロハノアマナ ユリ科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
365 種子植物 ホソバキジカクシ ユリ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
366 種子植物 ヤエノアマナ ユリ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
367 種子植物 ユウスゲ ユリ科 A X カテゴリー変更 新たな生育地を確認した。
368 種子植物 アワチドリ ラン科 A A
369 種子植物 オオハクウンラン ラン科 A A
370 種子植物 オオミズトンボ ラン科 A A
371 種子植物 オニノヤガラ ラン科 A C カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
372 種子植物 カキラン ラン科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
373 種子植物 カゲロウラン ラン科 A A
374 種子植物 カゴメラン ラン科 A A
375 種子植物 カシノキラン ラン科 A X カテゴリー変更 新たな生育地を確認した。
376 種子植物 クモラン ラン科 A A
377 種子植物 コアツモリソウ ラン科 A A
378 種子植物 コケイラン ラン科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
379 種子植物 サギソウ ラン科 A A
380 種子植物 ジガバチソウ ラン科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
381 種子植物 セッコク ラン科 A A
382 種子植物 ダイサギソウ ラン科 A A
383 種子植物 トケンラン ラン科 A A
384 種子植物 ナヨテンマ ラン科 A A
385 種子植物 ニラバラン ラン科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
386 種子植物 ハチジョウシュスラン ラン科 A A
387 種子植物 ヒトツボクロ ラン科 A B カテゴリー変更 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
388 種子植物 ヒメノヤガラ ラン科 A A
389 種子植物 ヒメフタバラン ラン科 A A
390 種子植物 フウラン ラン科 A A
391 種子植物 マツラン ラン科 A A
392 種子植物 ミズトンボ ラン科 A A
393 種子植物 ムカゴサイシン ラン科 A A
394 種子植物 ムカゴソウ ラン科 A A
395 種子植物 ムカゴトンボ ラン科 A A
396 種子植物 ムギラン ラン科 A A
397 種子植物 ユウシュンラン ラン科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
398 種子植物 ハマセンブリ リンドウ科 A 新規追加 個体数や生育地の減少が極めて著しい。
399 種子植物 ムラサキセンブリ リンドウ科 A A
400 種子植物 マツナ アカザ科 B B
401 種子植物 カギカズラ アカネ科 B B
402 種子植物 タニタデ アカバナ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
403 種子植物 ミズキンバイ アカバナ科 B B
404 種子植物 ミズユキノシタ アカバナ科 B B
405 種子植物 マルバコンロンソウ アブラナ科 B B
406 種子植物 ユリワサビ アブラナ科 B B
407 種子植物 スガモ アマモ科 B B
408 種子植物 アヤメ アヤメ科 B B
409 種子植物 カキツバタ アヤメ科 B A カテゴリー変更 新たな生育地を確認した。
410 種子植物 ノハナショウブ アヤメ科 B B
411 種子植物 ヒオウギ アヤメ科 B B
412 種子植物 ミヤマハハソ アワブキ科 B B
413 種子植物 ドロイ イグサ科 B B
414 種子植物 ウキガヤ イネ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
415 種子植物 コガシアズマザサ イネ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
416 種子植物 ヌマガヤ イネ科 B B
417 種子植物 ハマヒエガエリ イネ科 B B
418 種子植物 ヒメタイヌビエ イネ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
419 種子植物 イトトリゲモ イバラモ科 B B
420 種子植物 オオトリゲモ イバラモ科 B B
421 種子植物 ホッスモ イバラモ科 B B
422 種子植物 ツルマオ イラクサ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
423 種子植物 トキホコリ イラクサ科 B B
424 種子植物 ヒメウワバミソウ イラクサ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
425 種子植物 ホソバイラクサ イラクサ科 B B
426 種子植物 イワタバコ イワタバコ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
427 種子植物 コウキクサ ウキクサ科 B 新規追加 個体数や生育地の減少が著しい。
428 種子植物 ウメバチソウ ウメバチソウ科 B B
429 種子植物 ヒメオトギリ オトギリソウ科 B B
430 種子植物 サジオモダカ オモダカ科 B B
431 種子植物 フナバラソウ ガガイモ科 B B
432 種子植物 アサダ カバノキ科 B B
433 種子植物 アズマナルコ カヤツリグサ科 B B
434 種子植物 アブラシバ カヤツリグサ科 B B
435 種子植物 イヌノハナヒゲ カヤツリグサ科 B B
436 種子植物 ウマスゲ カヤツリグサ科 B B
437 種子植物 カタスゲ カヤツリグサ科 B A カテゴリー変更 新たな生育地を確認した。
438 種子植物 キンガヤツリ カヤツリグサ科 B B
439 種子植物 コシンジュガヤ カヤツリグサ科 B B
440 種子植物 コマツカサススキ カヤツリグサ科 B B
441 種子植物 サツマスゲ カヤツリグサ科 B B
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